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（１） 名称 企業間信用投資 2018 匿名組合 

（２） 営業者 クレジット・ギャランティ３号合同会社 

（３） 所在地 東京都千代田区内神田二丁目２番６号 

（４） 組成年月日 平成 30 年３月 30 日 

（５） 主な事業の内容 信用保証事業（当社が引受けた信用リスクへの投資） 

（６） 決算期 ２月末 

（７） 匿名組合出資総額 196 百万円 

（８） 当社の匿名組合出資金額 96 百万円 

（９） 当社の出資割合 49％ 

（10） 払込日 平成 30 年４月 10 日 

（11） 

 

上場会社と当該営業者の

関係 
資本関係、人的関係、取引関係につき該当事項はありません。 

 

３．出資の日程  

平成 30 年３月 30 日  当社取締役会決議、匿名組合出資契約締結 

平成 30 年４月 10 日  出資金の払込み（予定） 

    

４．今後の業績に与える影響  

   本件が平成 30 年３月期の業績に与える影響は軽微であると予想しております。 

 

以   上  


